
介護保険法（平成９年法律第 123号）（抜粋） 

 

（指定の取消し等） 

第七十七条 都道府県知事は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該指定居宅サービス事業

者に係る第四十一条第一項本文の指定を取り消し、又は期間を定めてその指定の全部若しくは一部の効

力を停止することができる。 

一～三（略） 

四 指定居宅サービス事業者が、第七十四条第二項に規定する指定居宅サービスの事業の設備及び運営に

関する基準に従って適正な指定居宅サービスの事業の運営をすることができなくなったとき。 

五（略） 

六 居宅介護サービス費の請求に関し不正があったとき。 

七～九（略） 

十 前各号に掲げる場合のほか、指定居宅サービス事業者が、この法律その他国民の保健医療若しくは福

祉に関する法律で政令で定めるもの又はこれらの法律に基づく命令若しくは処分に違反したとき。 

十一～十三（略） 

 

 

第九十七条 介護老人保健施設は、厚生労働省令で定めるところにより療養室、診察室及び機能訓練室を有

するほか、都道府県の条例で定める施設を有しなければならない。 

２～６（略） 

７ 介護老人保健施設の開設者は、要介護者の人格を尊重するとともに、この法律又はこの法律に基づく命

令を遵守し、要介護者のため忠実にその職務を遂行しなければならない。 

 

 

（許可の取消し等） 

第百四条 都道府県知事は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該介護老人保健施設に係る

第九十四条第一項の許可を取り消し、又は期間を定めてその許可の全部若しくは一部の効力を停止する

ことができる。 

一～二（略） 

三 介護老人保健施設の開設者が、第九十七条第七項に規定する義務に違反したと認められるとき。 

四～十二（略） 

 

 

（指定の取消し等） 

第百十五条の九 都道府県知事は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該指定介護予防サー

ビス事業者に係る第五十三条第一項本文の指定を取り消し、又は期間を定めてその指定の全部若しくは

一部の効力を停止することができる。 

一～九（略） 

十 前各号に掲げる場合のほか、指定介護予防サービス事業者が、この法律その他国民の保健医療若しく

は福祉に関する法律で政令で定めるもの又はこれらの法律に基づく命令若しくは処分に違反したとき。 

十一～十三（略） 

 



 

（指定事業者の指定の取消し等） 

第百十五条の四十五の九 市町村長は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該指定事業者

に係る指定事業者の指定を取り消し、又は期間を定めてその指定事業者の指定の全部若しくは一部の効

力を停止することができる。 

一～五（略） 

六 前各号に掲げる場合のほか、指定事業者が、この法律その他国民の保健医療若しくは福祉に関する法

律で政令で定めるもの又はこれらの法律に基づく命令若しくは処分に違反したとき。 

七（略） 

 


